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医療安全マスター養成プログラム



Day１

Day２

費用 ・病院機能評価認定病院、
又は受審申込済みの病院にご所属の方 60,000円（税込）

・上記以外の医療機関にご所属の方 80,000円（税込）

ウェブからお申し込みください
医療安全マスター養成

教育研修 医療安全アドバンスコース
お申込みはこちら

申込

対象 医療安全に関する基礎を学んだ方で、実践力を高めたい方

科目･テーマ 講師 ねらい

9時～18時
予防的安全管理

◆医療の安全とは 橋本廸生
・プログラムの趣旨を理解する
・医療安全・患者安全が学問として
整理されてきた歴史･背景を理解
する

◆医療安全･患者安全
に通底するもの 田中健次

・工学や心理学等の関連領域におけ
る学問的基盤を参照し、医療安
全・患者安全を脅かす事象への
具体的な解決方法を考える

◆施設・環境・設備の
マネジメント 筧淳夫 ・建築・環境デザインの視点から、

医療現場におけるリスクを考える

◆医療システムと
レジリエンス 中村京太

・複雑系システムの概念を把握する
・医療現場で起こるさまざまな事象
をシステムとして把握する

9時～17時
リスクが顕在化
した後の安全管理

◆予期せぬ有害事象への、
具体的対応 ・予期せぬ重大な有害事象への対応

について、複数の目線で知識を整
理し自院の取り組み（マニュア
ル・指針・ルールの改訂等）に
活かす
・顕在化したリスクに対する、捉え
方や対応策の立て方を振り返る

［押さえておくべき基礎知識］
・臨床倫理の観点から 瀧本禎之

・法的観点から 荒井俊行

［事例を巡って］ 荒神裕之

◇総合リフレクション

科目
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•これまでの経験を内省す
る機会を提供します
•重要な視点や考え方を学
びます

継続研修
Day3・Day4

•グループワークを通じて
知識を実践につなぎます
•学んだことを自分の言葉
で伝える訓練をします

医療安全
マスター養成
プログラム修了

•Day1・Day2と継続研
修(Day3・Day4)、4日
間のプログラムを修了
された方に修了証を発
行します

医療安全
マスター
（仮）了了
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機会会をを提供します
要な視点や考え方をを学
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※ 当チラシの記載内容について予告なく変更・改訂することがございます。詳細や最新情報はホームページを御覧ください。

医療安全に関わる皆様の日々の業務のブラッシュ
アップと、継続的な学びを支援を目的とした、

機構が提案する新しい研修の体系です

事前課題が
あります

オーガナイザー
長谷川剛


